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賓
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６
面
…
…
…
総
務
省
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下
水
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財
政
あ
り
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討
会

全国環整連

浄
化
槽
在
り
方
懇
談
会
に
意
見
書
提
出

11
月
理
事
会
開
き
全
国
大
会
報
告
な
ど
審
議

　

理
事
会
は
午
後
1
時
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
含
め
82
名
の
出
席
を

得
て
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
で
玉
川
会
長
は
、「
第

40
回
全
国
大
会
で
の
要
望
決
議

を
11
月
26
日
、
環
境
省
に
9
点
、

農
水
省
へ
2
点
お
伝
え
し
た
。

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化

槽
の
下
水
道
へ
の
接
続
義
務
免

除
、
避
難
場
所
へ
の
浄
化
槽
の

設
置
義
務
付
け
、
地
元
の
一
廃

処
理
業
者
を
活
用
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
、
ま
た
集

落
排
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
な
ど
。
外
部
に
も
誇
れ
る
内

容
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
踏
み
外
し
て
は
環
整
連
の

前
進
は
あ
り
得
な
い
。
今
後
と

も
団
結
し
て
前
進
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

　

こ
の
あ
と
第
1
号
議
案
で
は

各
部
会
の
活
動
報
告
を
審
議

し
、
財
務
報
告
は
事
務
局
か
ら

9
・
10
月
の
収
支
一
覧
、
旅
費

補
助
・
旅
費
・
宿
泊
費
都
道
府

県
支
払
明
細
、
平
成
26
年
度
組

合
別
賦
課
金
入
金
状
況
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

　

適
正
処
理
推
進
部
会
は
、

10
・
11
月
の
活
動
報
告
に
加
え
、

佐
賀
県
伊
万
里
市
で
起
き
た
住

民
訴
訟
の
判
例
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
同
裁
判
は
、
市
が
公
共

施
設
の
浄
化
槽
保
守
点
検
業
務

を
随
意
契
約
と
し
た
こ
と
は
違

法
と
訴
え
ら
れ
た
も
の
で
、
24

年
4
月
に
福
岡
高
裁
は
「
合
特

法
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
「
合
理

的
な
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
る
」

と
判
決
。
26
年
4
月
に
最
高
裁

も
福
岡
高
裁
の
判
決
を
支
持
し

上
告
を
棄
却
、
確
定
し
た
。

　

浄
化
槽
部
会
は
10
・
11
月
の

活
動
報
告
と
、
環
境
省
が
開
催

し
て
い
る
「
今
後
の
浄
化
槽
の

在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
報
告
。
懇

談
会
は
11
月
26
日
ま
で
に
3
回

開
催
さ
れ
て
お
り
、
全
国
環
整

連
は
浄
化
槽
法
施
行
規
則
で
定

　

全
国
環
整
連
は
11
月
28
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
平
成
26
年
度
第
3
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。
各
部
会
が
活
動
報
告
を
行
い
、
浄
化
槽
部
会
か
ら
は
環
境
省
が
開

催
し
て
い
る
「
今
後
の
浄
化
槽
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
で
の
検
討
状
況
と
、
保

守
点
検
回
数
や
指
定
採
水
員
制
度
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
会
に
意
見
書
を
提
出

し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
第
40
回
全
国
大
会
（
滋
賀
）
の
終
了
報
告
を
行
い
、
参

加
人
数
の
集
計
結
果
等
の
ほ
か
、
開
催
地
の
滋
賀
県
組
合
が
大
会
運
営
の
注
意
点
・
反

省
点
を
ま
と
め
、
以
降
の
運
営
に
役
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

め
る
、
保
守
点
検
回
数
に
あ
る

「
以
上
」
の
表
現
の
見
直
し
と
、

指
定
採
水
員
制
度
の
廃
止
に
つ

い
て
意
見
書
を
提
出
し
た
。
4

回
目
以
降
は
浄
化
槽
の
整
備
方

策
や
維
持
管
理
の
向
上
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

　

下
水
道
部
会
は
、
11
月
5
日

に
行
っ
た
下
水
道
等
維
持
管
理

業
務
に
関
す
る
実
態
調
査
に
つ

い
て
報
告
。
全
国
の
流
域
、
公

共
、
特
環
下
水
道
処
理
場
の
施

設
数
を
示
し
、
こ
れ
ら
に
係
る

発
注
者
、
受
託
業
務
、
必
要
資

格
、
受
託
方
法
な
ど
の
情
報
を

吸
い
上
げ
、
次
回
理
事
会
で
報

告
す
る
と
し
た
。

　

循
環
資
源
推
進
部
会
は
11
月

12
日
に
開
い
た
第
4
回
循
環
資

源
推
進
部
会
（
役
員
会
）
の
開

催
結
果
を
報
告
。
27
年
1
～
2

月
に
か
け
て
東
海
近
畿
・
中
四

国
・
九
州
地
区
協
議
会
の
合
同

研
修
会
を
開
く
予
定
と
し
た
。

ま
た
環
境
省
が
平
成
26
年
10
月

8
日
に
発
出
し
た
一
般
廃
棄
物

の
適
正
処
理
に
関
す
る
部
長
通

知
に
つ
い
て
要
点
を
解
説
し
た
。

　

事
業
部
会
は
10
・
11
月
の
活

動
報
告
と
、
27
年
1
月
28
日

に
「
第
11
回
農
集
排
維
持
管
理

研
修
会
」
を
和
歌
山
・
み
な
べ

町
の
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
す
る
こ
と
を
報
告
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
青
年
部
会
か
ら

も
、
4
～
10
月
ま
で
の
活
動
報

告
と
、
水
再
生
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
実
務
全
般
や
全
国
環
整
連

各
種
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
な

ど
6
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
活
動

方
針
お
よ
び
活
動
計
画
が
発
表

さ
れ
た
。

　

第
2
号
議
案
で
は
、
第
40
回

全
国
大
会
（
滋
賀
）
の
終
了
報

告
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
集

計
結
果
、
収
支
報
告
、
全
体
を

通
じ
た
反
省
点
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
。

　

そ
の
他
の
議
案
で
は
、
浄
化

槽
維
持
管
理
器
具
機
材
の
共
同

購
入
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

各
県
の
組
合
事
務
局
ご
と
に
注

文
数
を
取
り
ま
と
め
、
1
月
31

日
ま
で
に
浄
化
槽
部
会
ま
で
連

絡
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

オンラインによる3業種連携で

浄化槽維持管理を適正な業務に

　

平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
14
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

選
挙
は
、
首
相
に
よ
る
突
然
の
解
散
で

与
党
が
3
2
5
議
席
を
獲
得
し
、
定
数

の
3
分
の
2
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
自
民
党
1
強
の
政
治
が
何
処
に
向
か

う
か
は
、
全
て
の
国
民
の
関
心
事
と
な
る
は
ず

で
す
。

　

国
家
財
政
を
見
て
み
る
と
、
入
り
と
出
の
バ

ラ
ン
ス
は
な
か
な
か
難
し
い
事
で
あ
る
こ
と
は

誰
の
目
に
も
分
か
り
や
す
い
。

　

一
方
、
地
方
の
中
山
間
地
域
の
下
水
道
整
備

は
、
供
用
開
始
後
の
接
続
率
が
計
画
ど
お
り

1
0
0
％
に
な
っ
て
も
、
30
％
～
50
％
の
料
金

不
足
が
生
じ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
下
水
道
を
整
備
す
る
場

合
に
は
、
下
水
道
整
備
に
は
幾
ら
掛
か
っ
て
、

幾
ら
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

そ
う
す
る
と
1
世
帯
当
た
り
が
こ
れ
だ
け
負
担

を
払
う
ん
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
住
民
に
明
確

に
伝
え
る
責
任
が
自
治
体
に
は
あ
り
ま
す
。

　

1
0
0
0
兆
円
を
超
え
た
国
の
借
金
は
、
と

て
も
減
少
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
後
、
ど

こ
ま
で
借
金
が
膨
ら
ん
で
い
く
の
か
誰
も
答
え

ら
れ
な
い
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ら
財
政
面
に
加
え
、
災
害
時
の
際
の
リ

ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
、
浄
化
槽
に
対
す
る
社

会
的
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
が
、
未
だ
浄
化

槽
に
は
維
持
管
理
に
係
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。 　

私
も
随
分
と
長
い
間
、
浄
化
槽
は
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
進
ん
で

き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
明
確
な

方
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
3
業
種

が
同
一
ソ
フ
ト
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
、

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。
清
掃
、
保
守
点
検
、

法
定
検
査
の
3
業
種
が
連
携
す
れ
ば
、
浄
化
槽

維
持
管
理
は
十
分
な
仕
事
に
よ
り
近
く
な
る
と

確
信
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
業
を
起
こ
し
た
先
代
は
、
苦
し
い
時
に

は
砂
を
噛
む
よ
う
な
思
い
を
し
て
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
方
々
が
数
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け

継
い
だ
我
々
が
何
を
す
る
か
。

　

浄
化
槽
業
界
全
体
も
、
い
く
つ
か
の
問
題
点

を
今
年
は
解
決
に
向
け
て
動
き
出
す
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

我
々
、
浄
化
槽
業
界
の
経
営
者
は
、
自
分
の

家
族
を
守
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
社
員
の
子
供

た
ち
に
も
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
環
境
整
備
事
業

協
同
組
合
連
合
会

会
長　

玉
川　

福
和

年頭所感年頭所感
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全
国
環
整
連
は
1
月
22
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
新
年

懇
親
会
を
開
催
し
た
。
環
境
省
の
鎌
形
浩
史
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
幹
部
、
関
係
団
体
か
ら
多
数

の
来
賓
出
席
が
あ
っ
た
ほ
か
、
国
会
か
ら
も
自
民
党
の
金
子
一
義

衆
議
院
議
員
、
公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫
幹
事
長
代
行
、
民
主
党
の
前

田
武
志
副
代
表
な
ど
多
数
の
与
野
党
議
員
が
駆
け
つ
け
た
。
玉
川

会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
政
治
的
な
テ
ー
マ
で
1
点
お
願
い
し
た

い
こ
と
が
あ
る
。
岐
阜
県
で
は
業
界
や
行
政
、
一
般
県
民
な
ど
毎
年

1
0
0
0
人
規
模
の
大
会
を
開
く
が
、
昨
年
大
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
一
度
下
水
道
整
備
区
域
と
し
て
設
定
し
て
し
ま
う

と
、
10
軒
程
度
の
整
備
に
1
億
3
0
0
0
万
円
か
か
る
よ
う
な
地
区

で
あ
っ
て
も
下
水
道
を
整
備
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
と
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
区
で
は
浄
化
槽
の
方
が
効
率
的
だ

が
、
行
政
の
力
だ
け
で
舵
を
切
る
の
は
難
し
い
。
国
と
地
方
の
借
金

が
1
0
0
0
兆
円
を
超
え
た
今
、
国
会
で
何
と
か
こ
の
問
題
に
踏
み

込
ん
で
解
決
に
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
金
子
議
員
は
来
賓
挨
拶
で
「
こ
れ
か
ら
日
本
は
人
口

減
少
社
会
に
向
か
う
。
特
に
地
方
に
と
っ
て
予
算
を
効
率
的
に
執
行

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
国
会
で
舵
を
切
る
と

い
う
役
割
を
必
ず
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
見
せ
た
。

浄化槽活用した効率的汚水処理施設整備を
新年懇親会に与野党から来賓多数

全国環整連

石田祝稔議員（公明・衆） 佐藤英道農水大臣政務官山本博司議員（公明・参） 上野賢一郎国交大臣政務官

高木美智代議員（公明・衆） 細野豪志党政調会長（民主・衆）小見山幸治議員（民主・参） 前田武志党副代表（民主・参）

斉藤鉄夫党幹事長代行（公明・衆） 金子一義議員（自民・衆）
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1
月
理
事
会
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す

来
賓
を
前
に
挨
拶
す
る
玉
川
会
長

室井邦彦議員（維新・参） 大島九州男議員（民主・参）福山哲郎議員（民主・参） 二之湯武史議員（自民・参）

今井雅人議員（維新・衆）広田一議員（民主・参） 鈴木たかこ議員（民主・参）

鈴木宗男新党大地代表 芝博一議員（民主・参）

大岡敏孝議員（自民・衆） 武村展英議員（自民・衆）秋葉賢也議員（自民・衆） 塩谷立議員（自民・衆）
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常
に
業
務
改
善
し
地
域
の
信
頼
確
保
へ

青
森
県
で
水
再
生
シ
ス
テ
ム
認
証
を
取
得

　

青
森
県
の
本
州
最
北
端
近
く
に

位
置
す
る
「
む
つ
市
」
は
、
平
成

17
年
3
月
に
4
市
町
村
が
合
併
し

た
。
人
口
は
平
成
26
年
11
月
末
時

点
で
6
万
1
6
3
9
人
（
2
万

9
4
0
2
世
帯
）
と
県
内
で
5
番

目
に
多
い
も
の
の
、
旧
大
畑
町
、

旧
川
内
町
、
旧
脇
野
沢
村
は
人
口

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

谷
川
環
境
衛
生
開
発
は
こ
の
う

ち
人
口
4
万
7
9
5
9
人
（
2
万

2
9
9
5
世
帯
）
の
旧
む
つ
市

と
、
旧
む
つ
市
に
隣
接
す
る
人
口

6
9
8
5
人
（
2
7
8
3
世
帯
）

の
東
通
村
で
浄
化
槽
の
清
掃
・
保

守
点
検
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
両

エ
リ
ア
の
汚
水
処
理
の
現

状
（
25
年
度
末
）
は
、
旧

む
つ
市
で
は
浄
化
槽
普

及
率
が
64
・
6
％
（
単

独
43
・
4
％
、
合
併
21
・

2
％
）、
下
水
道
普
及
率

が
1
・
5
％
、
汲
み
取
り

人
口
率
が
33
・
9
％
と
、

浄
化
槽
と
汲
み
取
り
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
。
東
通

村
は
漁
業
集
落
排
水
が

47
・
4
％
と
高
く
、
次
い

で
浄
化
槽
が
22
・
9
％
（
単

独
16
・
7
％
、
合
併
6
・

2
％
）、
下
水
道
が
7
・

8
％
、
汲
み
取
り
が
21
・
9
％
と

な
る
。

　

両
エ
リ
ア
と
も
下
水
道
の
整
備

が
一
段
落
し
、
ま
た
区
域
割
り
は

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
同
業
他
社

は
1
社
だ
け
で
、
価
格
競
争
が
厳

し
い
地
域
で
は
な
い
。
し
か
し
同

社
は
、
浄
化
槽
法
で
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
沿
っ
た
水
再
生
シ
ス

テ
ム
の
運
用
が
始
ま
る
と
直
ち
に

認
証
取
得
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
公
益
財
団
法
人
日

本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
が
発

刊
し
た
資
料
を
基
に
作
成
し
た
保

守
点
検
記
録
票
、
清
掃
記
録
票
を

用
い
て
適
正
な
作
業
に
努
め
て
い

た
が
、「
許
可
を
受
け
、
浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
携
わ
る
以
上
、
よ
り

適
正
な
業
務
に
改
善
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
」
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。

　

認
証
取
得
に
当
た
っ
て
は
、
同
社

は
県
内
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
に

浄
化
槽
管
理
士
を
毎
回
数
名
ほ
ど

連   載
企業ルポ
③

出
席
さ
せ
、
水
再
生
シ
ス
テ
ム
で

用
い
る
全
国
新
清
掃
記
録
票
お
よ

び
全
国
新
保
守
点
検
記
録
票
の
項

目
確
認
と
、作
業
の
見
学
を
行
っ
た
。

そ
の
後
は
社
内
で
も
勉
強
会
を
実

施
。
水
再
生
シ
ス
テ
ム
の
認
証
取

得
へ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
水
再
生
シ
ス
テ
ム
に

沿
っ
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持

管
理
体
制
を
構
築
し
、
26
年
4
月

に
技
術
認
証
B
を
取
得
。
そ
の
後

も
取
り
組
み
の
拡
大
を
進
め
、
現

在
は
単
独
処
理
浄
化
槽
も
含
め
た

全
て
の
浄
化
槽
に
水
再
生
シ
ス
テ

ム
を
適
用
し
て
い
る
。

　

当
初
は
作
業
項
目
が
増
え
、
記

録
票
も
電
子
化
さ
れ
た
こ
と
で
細

か
な
苦
労
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

現
在
は
作
業
に
も
慣
れ
、
お
客
様

か
ら
も
「
浄
化
槽
の
水
質
の
推
移

が
1
枚
の
記
録
票
で
確
認
で
き
て

分
か
り
や
す
い
」
と
好
評
を
得
て

い
る
。
こ
れ
は
水
再
生
シ
ス
テ
ム

の
実
施
に
よ
り
、
技
術
上
の
基
準

を
満
た
し
た
清
掃
、
保
守
点
検
作

業
、
さ
ら
に
他
業
種
間
の
連
携
が

図
ら
れ
、
説
明
責
任
の
徹
底
と
顧

客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り

評
価
さ
れ
た
結
果
と
言
え
る
。
谷

川
社
長
は
「
設
備
投
資
と
い
う
面

で
コ
ス
ト
は
一
時
的
に
か
か
っ
た

が
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

で
必
ず
地
元
の
行
政
や
顧
客
か
ら

信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々

の
業
に
付
加
価
値
を
付
け
る
も
の

だ
と
確
信
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

青
森
県
で
は
環
境
衛
生
下
北
開
発
、
古
沢

清
掃
社
、
谷
川
環
境
衛
生
開
発
が
水
再
生
シ

ス
テ
ム
の
認
証
を
取
得
し
、
近
く
平
館
衛
生

社
が
4
件
目
と
な
る
見
通
し
だ
。
今
回
の
企

業
ル
ポ
第
3
弾
で
は
、
青
森
県
む
つ
市
の
谷

川
環
境
衛
生
開
発
（
株
）（
谷
川
聡
社
長
）
の

事
例
を
取
り
上
げ
る
。
同
社
は
昭
和
44
年
の

創
業
以
来
、
常
に
業
務
を
見
直
し
改
善
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
生
活
環
境
改
善
、
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
水
再
生
シ
ス

テ
ム
の
認
証
取
得
も
そ
の
一
環
で
、
谷
川
社

長
は
「
行
政
や
顧
客
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
」
と
の
確
信
を
持
ち
、
平
成
26
年

4
月
に
青
森
県
内
で
初
め
て
技
術
認
証
B
を

取
得
。
現
在
は
、
さ
ら
な
る
業
務
改
善
に
向

け
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
電
子
入
力
シ
ス
テ

ム
や
、
指
定
検
査
機
関
、
行
政
と
の
情
報
共

有
に
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
同
社
が
認
証
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
経
緯
や
現
状
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

谷川環境衛生開発の維持管理作業谷川環境衛生開発の維持管理作業

検水作業検水作業

槽内 DO測定

保守保守
点検点検

清掃後亀裂損傷等の有無を確認する

槽内の洗浄作業槽内の洗浄作業

清掃前の堆積汚泥厚測定清掃前の堆積汚泥厚測定

各槽収集汚泥量をメーターで確認

清掃清掃

管理業務スタッフと、事務方社員の皆さん　　　管理業務スタッフと、事務方社員の皆さん　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

谷
川
環
境
衛
生
開
発
㈱

谷
川
環
境
衛
生
開
発
㈱
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谷
川
環
境
衛
生
開
発
の
社
屋

谷
川
環
境
衛
生
開
発
の
社
屋

谷川環境衛生開発（株） 
代表取締役社長   谷川　聡

浄化槽の一元的維持管理体制の確立を

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
宅
の
浄
化

槽
の
状
態
が
分
か
る
と
、
水
質
に
関

心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
水
質

を
改
善
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
な
る

べ
く
油
は
流
さ
な
い
で
下
さ
い
な

ど
と
い
っ
た
会
話
も
生
ま
れ
、
お
客

様
と
良
好
な
関
係
を
築
き
や
す
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

導
入
前
と
比
べ
る
と
作
業
に
要

す
る
時
間
は
増
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
定
め
ら
れ
た
作
業
は
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
法
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
を
網
羅
し

た
の
が
水
再
生
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

我
々
は
不
当
な
新
規
参
入
を
警

戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
は
、
ど
の
業
者
が
や
っ

て
も
い
い
と
い
う
理
屈
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
我
々

は
浄
化
槽
法
に
基
づ
い
た
適
正
な

作
業
を
行
っ
て
、
仕
事
に
付
加
価

値
を
付
け
、
誰
に
で
も
で
き
る
仕

事
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
今
後
、
私
ど
も
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
現
場
で

紙
の
記
録
票
に
手
書
き
で
記
入

し
、
そ
れ
を
事
務
所
に
戻
っ
て
パ

ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
二
度
手
間
で
す
し
、
誤
入

力
の
確
率
も
上
が
り
ま
す
。
お
客

様
か
ら
浄
化
槽
の
こ
と
で
問
い
合

わ
せ
が
来
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

作
業
員
は
現
場
へ
出
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
入
力
し
た
も
の
を
事
務
所
の

P
C
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
内
容
に
よ
っ
て
は
事
務

員
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

―
―
シ
ス
テ
ム
普
及
へ
の
お
考
え

は
。

【
谷
川
】
　

ま
ず
水
再
生
シ
ス
テ
ム

は
全
国
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
水
再
生
シ
ス
テ
ム
は
浄
化
槽

法
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
浄

化
槽
を
一
元
的
に
管
理
し
て
い
く

上
で
記
録
票
の
電
子
化
と
3
業
種

の
連
携
は
必
須
で
す
。

　

私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
業
者
は

業
者
、
行
政
は
行
政
と
い
う
ふ

う
に
分
け
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
お
客
様
に
そ
の
理
屈
は
通
じ

ま
せ
ん
。
よ
く
あ
る
例
だ
と
、
法

定
検
査
が
行
わ
れ
た
直
後
に
清
掃

や
保
守
点
検
の
作
業
が
入
っ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
同
じ
浄
化
槽
を
管
理
し
て
い

る
の
に
「
私
ど
も
は
清
掃
を
し
に

来
た
の
で
検
査
の
こ
と
は
分
か
り

ま
せ
ん
」
は
通
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

浄
化
槽
維
持
管
理
の
業
務
は
、

や
は
り
連
携
す
る
こ
と
で
水
質
面

で
も
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
も
良

く
な
り
ま
す
。
1
つ
例
を
挙
げ
る

と
、
法
定
検
査
に
関
し
て
青
森
県

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
だ
と
今

は
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
検
査
は

必
要
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
行
政
、
指
定
検
査
機
関
、
業
者

が
力
を
合
わ
せ
、
浄
化
槽
設
置
時

に
7
条
検
査
の
受
検
申
し
込
み

を
し
、
そ
れ
が
保
守
点
検
、
清

掃
、
さ
ら
に
11
条
検
査
ま
で
つ
な

が
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
か
ら

で
す
。
関
係
者
が
ば
ら
ば
ら
の
ま

ま
で
11
条
検
査
の
申
込
書
だ
け
を

設
置
者
に
送
付
し
て
も
恐
ら
く
誰

も
申
し
込
ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
私
ど
も
と

し
て
は
よ
り
3
業
種
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
、
将
来
的
に
は
指
定

検
査
機
関
の
青
森
県
浄
化
槽
検
査

セ
ン
タ
ー
と
水
質
的
な
情
報
を
共

有
し
、
ま
た
行
政
か
ら
も
閲
覧
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
管
理

状
況
を
適
正
に
把
握
で
き
る
体
制

を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
実
現
し
得
る

の
が
水
再
生
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

〝
認
証
〟
と
い
う
こ
と
で
私
ど

も
も
当
初
は
少
し
構
え
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
研
修

会
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
う
ち
、

こ
の
制
度
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
改
善
策
を
示
し
て
、
業
界

の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が

目
的
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
作
業

の
合
否
を
判
定
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
う
改
善
し
て
も
ら
え
れ
ば

認
証
で
き
ま
す
よ
と
い
う
内
容
で

し
た
の
で
、
非
常
に
相
談
が
し
や

す
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
の
知
識
の
有
無
や
会
社
規

模
な
ど
、
気
負
う
こ
と
な
く
こ
の

制
度
が
も
っ
と
広
ま
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
並
行
し
て
水
再
生
シ
ス

テ
ム
を
行
政
の
方
に
認
知
し
て
貰

う
活
動
を
進
め
れ
ば
、
環
整
連
に

所
属
し
て
い
る
以
外
の
方
も
徐
々

に
取
り
組
む
方
が
増
え
、
業
界
全

体
が
一
体
感
を
持
っ
て
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
水
再
生
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

【
谷
川
】
　

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
以
前
よ
り
浄
化
槽
の
詳

し
い
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
1
年
を
通
し
た
水
質
の
変
化
も

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
お
客
様

に
浄
化
槽
の
状
態
が
説
明
し
や
す

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
期
待

所
属
や
規
模
に
関
係

な
く
取
り
組
み
を
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総

務

省

は

12

月

9

日
、
下
水
道

事
業
の
収
入

構
造
・
費
用

構
造
等
の
分

析
・
検
証
を

行
い
、
持
続

可
能
な
事
業

運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て

検

討

す

る

「
下
水
道
財

政
の
あ
り
方

に
関
す
る
研

究
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。

　

同
省
で
は
平
成
17
年
度
に
も

同
名
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て

お
り
、
こ
の
と
き
は
下
水
道
事

業
の
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
処
理
区
域
内
の
人
口

密
度
別
に
汚
水
処
理
費
用
に
対

す
る
公
費
負
担
を
導
入
す
る
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
前
回
見
直
し
か
ら
10
年

近
く
が
経
過
し
、
下
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
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下水道財政あり方研究会を設置
社会情勢の変化踏まえ再検討総務省

今月の労働安全衛生標語

 高めよう　一人ひとりの安全意識
　　　　　　 みんなの力でゼロ災害

総務部会・安全衛生委員会


